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〈日 本 株〉

　日経平均株価は7月23～24日に約2,000円上
昇し、TOPIXが史上最高値を更新した。これは
関税交渉の合意に加え、石破首相の退陣と積極政
策を取る新政権の誕生を期待したと考える。自動
車株売りを埋める買いや、政策変更を睨んだファ
ンドの先物買いが入ったと推測する。
　今後は期待先行で切り上がった株価水準の調整
が考えられる。4-6月期決算発表は3月期決算企
業にとって第1四半期であり、通期業績の見通し
修正などは限定的になる可能性がある。決算通過
後も1株当たり利益が上昇しなければ、業績から
見た株価の割高感が意識されよう。
　米国での直接投資の拡大や設備投資の活性化、
米国への輸出比率の高い企業に注目したい。特に
半導体(大阪チタ、フジクラ、野村マイクロ等)
や医薬品(武田、住友ファーマ等)、機械･造船(ク
ボタ、ファナック、川重等)は米国が経済安全保
障上重視している分野である。事業機会の拡大が
株式市場で意識されよう。 (7/29 田部井)

４-６月期決算発表では株価の割高感が意識される可能性 

7月の銘柄・業種別騰落率(6/30→7/25)米国への設備投資拡大や輸出比率の高い企業

8月の展望
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◇業績伸長に伴い株価は上昇基調が継続、押し目買いスタンスで臨みたい銘柄
（選択条件）
・決算期が25.7期～26.2期で、PBRは1.0倍以上～11.0倍以下
・25年度の業績会社計画が増収、営業増益(売上高伸び率5％以上、営業利益伸び率10％以上）
・週足株価と移動平均の位置関係が順パターンを形成(価格が高い順に株価＞13週線＞26週線＞52週線）
・25日平均売買代金が2億円以上の東証プライム銘柄

（データは7月25日現在）

上昇基調継続中の銘柄銘柄
スクリーニング
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特 集

　経済産業省は｢エンタメ・クリエイテイブ産業戦
略｣と｢玩具の価値を考える会 中間とりまとめ｣を公
表。｢エンタメ・クリエイティブ産業戦略｣ではゲー
ム、アニメ、漫画・書籍など、10分野100のアクシ
ョンプランを掲げている。
　10分野100のアクションプランには玩具の項目は
ないが、重要なIPだろう。日本の玩具市場は2023
年度に過去最高。生活必需品を節約する一方、自身の
充実感につながる消費には積極的な｢メリハリ消費｣
や、｢子ども(Kid)｣と｢大人(Adult)｣を組み合わせ
た造語で、従来子ども向けとされる商品やコンテン
ツ・趣味を大人が楽しむ｢キダルト消費｣がけん引し
ている(図表1)。

　ライブ・エンタテインメント市場は夏の大型フェ
スやイベントが集中することで注目されやすいだろ
う。コンサートプロモーターズ協会発表のライブ・
エンタテインメント市場調査によると、2023年には
コロナ渦前を超える水準となり、特にチケット売上
高の伸びが目立つ。チケット価格が上昇しているが、
人気のライブは売れ行きが好調である(図表2)。

　IP企業の中核としてはソニーG(6758)、任天堂
(7974)、サンリオ(8136)などが挙げられる。図
表3では玩具とライブに関連する主な銘柄を選定し
た。 (高橋)

IP(知的財産)周辺市場

IP関連として玩具とライブに注目
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主力市場急伸を受け物色に変化
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8月の
スケジュール 米相互関税発動後の物価動向が注目される


